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研究要旨 

 2017 年に設定された健康で活動的な高齢化指標を基に、「日本-ASEAN 健康で活動的

な高齢化指標（HAAI）」の構成を 6 領域 43 指標に設定し、日本、インドネシア、タ

イ、ミャンマー、マレーシア、ベトナム、フィリピンの指標を収集し、HAAI を算定

し、領域別に表示した。各指標の内容と値・出典、算定結果とグラフはデータファイル

エクセルおよびガイドライン第 2 部にとりまとめた。 

 

Ａ．研究目的 

 本研究は、2020 年 8 月の世界保健総会、

12 月の国連総会で採択された、国連「健康

な 高 齢 化 の 10 年 2021-2030 (United 

Nations Decade of Healthy Ageing (2021-

2030))」 の理念に応じ、ASEAN+3 諸国に

おける健康で活動的な高齢化（Healthy and 

Active Ageing）の指標化を通じて比較分析

および政策提言を行うことを目的としてい

る。 

 

Ｂ．研究方法 

最終年度である今年度は、第 1 年度で情

報収集した既存の高齢化指標の枠組みを参

照しながら第 2 年度で検討した領域・指標

構成に基づき、6 領域 43 指標を設定し、日

本、インドネシア、タイ、ミャンマー、マレ

ーシア、ベトナム、フィリピンの指標を収

集し、HAAI を算定した。 

算定には、各指標データがある国につい

て偏差値を計算し、その値を領域毎に平均

値を算定、さらに領域の値を平均し HAAI

合計値を算定することとした。 

 

（倫理面への配慮） 

 公表されているデータを用いて研究を

行った。 

 

Ｃ．研究結果 

 HAAI の算定結果および指標の特徴等

は、データファイルおよびガイドライン第

2 部にとりまとめた。 



 

 

 日本と ASEAN 6 か国の HAAI は日本が

一番高く、ミャンマーが一番低いが、領域

別に見るとすべての領域で一位である国は

なく、国により領域別の健康で活動的な高

齢化の様相が異なることが示された。 

算定結果によるレーダーチャートをエラ

ー! 参照元が見つかりません。に示す。 

 

 
 

 

Ｄ．考察 

欧州統計局が各国の調査内容を標準化し、

その結果を用いることのできる欧州 Active 

Ageing Index と異なり、アジアにおける高

齢化指標は、国によりデータの有無が異な

ることが大きな障害であった。しかしなが

ら、今回用いた、データのある国だけで偏

差値を計算し、それを集計する方法であれ

ば、少なくとも 3 カ国のデータがあれば、

その指標を HAAI に組み入れることができ、

データ制約を可能な限り回避できた。 

同じ指標でも回答肢が異なったり、活動

の頻度等細部の内容が異なったりと、国を

超えて比較可能な指標を得ることは難しい。

しかしながら、国際比較により指標を比べ

ることで、それが調査方法や設問形式によ

るものなのか、実情によるものなのか、現

状を認識することにつながる。またデータ

がない場合、その有用性を関係者に認識さ

せることにもなる。高齢者指標は、必ずし

も厳密に比較可能なものではなく、指標を

収集するプロセスを含め、その作業に意義

がある、ともいえよう。 

当初 SDG 指標を用いることで、データ

収集が進むことを期待したが、SDG 中間点

である現在も、国連 SDG データベース上

には、年齢別に分けたデータがあまりない。

一方、高齢者に関する調査が ASEAN 諸国

でも多く行われるようになり、WEB 上にデ

ータが公表されることも多くなっている。

それらのリソースを十分に活用することが

重要である。 

 

Ｅ．結論 

 今後は比較する国の追加、さらなる指標

の吟味、追加を通じて、より広く健康的で

活動的な高齢化を国際比較することが望ま

れる。また今回は日本を中心にした研究班

であったが、今後は ACAI（ASEAN Centre 

for Active Ageing and Innovation）など、各

国、各地域が主体的に HAAI を算定し、現

状を把握することで、その国の高齢化施策

が進展することが期待される。 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

 

２．学会発表 

HAYASHI Reiko “Healthy and Active 

Ageing Index (HAAI) – How to measure in 
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Asia?”, The 7th Meeting of the ACAI 

Governing Board and the Consultative 

Meeting for Setting Regional Priority 

Areas of Action for ACAI, Bangkok, 

Thailand and online (2022.5.5) 

HAYASHI Reiko “Global Impact of 

COVID-19 on Population Dynamics”, 2nd  

International Borneo Public Health 

Conference (IBPHC) 2022, online 

(2022.8.24) 

HAYASHI Reiko “Regional Difference of 

COVID-19 Mortality: Excess and 

Deficit”,The International Conference on 

Population Geographies 2022, online 

(2022.8.25) 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

なし 

 



 

 

 


